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令和 3 年度 令和 12 年度

１．事業概要

（１）

① 施　設

令 和 ３ 年 ２ 月 ５ 日
全 員 協 議 会 資 料
都市建設部下水道課

処 理 場 数 ２処理場（袋井浄化センター、アクアパークあさば）

広域化・共同化・
最適化　実施状況*1

　平成27年度に「公共下水道基本構想」の再検証を実施し「下水道事業基本構想」を策
定しました。この中では、将来の人口減少や市の財政状況等を考慮して、より効率的な
汚水処理を進めるため、下水道計画区域削減の検討を行いました。
　この結果を踏まえ、平成29年度の全体計画・事業計画の見直しにおいて、下水道計画
区域を2,615haから1,884haへ731ha削減しました。

*1　「広域化」とは、一部事務組合による事業実施等の他の自治体との事業統合、流域下水道への接続を指す。
　　 「共同化」とは、複数の自治体で共同して使用する施設の建設（定住自立圏構想や連携中枢都市圏に基づくものを含む）、広域化・共同化を推進する
ための計画に基づき実施する施設の整備（総務副大臣通知）、事務の一部を共同して管理・執行する場合（料金徴収等の事務の一部を一部事務組合に
よって実施する場合等）を指す。
　　 「最適化」とは、①他の事業との統廃合、②公共下水・集排、浄化槽等の各種処理施設の中から、地理的・社会的条件に応じて最適なものを選択するこ
と（処理区の統廃合を含む。）、③施設の統廃合（処理区の統廃合を伴わない。）を指す。

法適（全部適用・一部
適用）非適の区分

流域下水道等への
接続の有無

全部適用

無

　袋井浄化センター 　： 平成11年度（21年）
　アクアパークあさば ： 平成14年度（18年）

41.5人/ha

袋井市公共下水道事業経営戦略

団 体 名 ： 静　岡　県　袋　井　市

事 業 名 ： 公　共　下　水　道　事　業

処 理 区 域 内 人 口 密 度

処 理 区 数 ２処理区（袋井処理区、浅羽処理区）

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～

事業の現況

供 用 開 始 年 度
（ 供 用 開 始 後 年 数 ）
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② 使　用　料

1,982 円 1,853 円

1,982 円 1,955 円

2,019 円 1,969 円

③ 組　織

（２） 民 間 活 力 の 活 用 等

*4　「エネルギー利用」とは、下水汚泥･下水熱等、下水道事業の実施に伴い生じる資源(資産を含む)を用いた収入増につながる取組を指す。

*5　「土地・施設等利用」とは、土地･建物等、下水道事業の実施に不可欠な資産を用いた、収入増につながる取組を指す（単純な売却は除く）。

　特に無し。

資 産 活 用 の 状 況

 ア　エネルギー利用（下水熱・
下水汚泥・発電等）　*4

　特に無し。

 イ　土地・施設等利用（未利用
土地・施設の活用等）　*5

　特に無し。

*2　条例上の使用料とは、一般家庭における２０㎥あたりの使用料をいう。

*3　実質的な使用料とは、料金収入の合計を有収水量の合計で除した値に２０㎥を乗じたもの（家庭用のみでなく業務用を含む）をいう。

職 員 数 13人（損益勘定所属職員：9人　資本勘定所属職員：4人）

事 業 運 営 組 織

　本市下水道事業では市長が下水道管理者の権限を担っており、以下の組織体制で運
営しています。下水道課の職員数は平成26年度に減少しましたが、その後平成29年度に
１名増加して以降横ばいで、現在13名となっています。

　　　　　　　　＜組織体制＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜下水道課職員の推移＞

民 間 活 用 の 状 況

 ア　民間委託
（包括的民間委託を含む）

　本市では、公共下水道事業の２つの処理場施設を対
象に、平成25年度より包括的民間委託を導入していま
す。
　平成25年度から平成27年度までの３ヶ年を第Ⅰ期、平
成28年度から令和２年度までの５ヶ年を第Ⅱ期とし、見
直しを行いながら事業を進めています。

 イ　指定管理者制度

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ

条 例 上 の 使 用 料 *2
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成29年度
実 質 的 な 使 用 料 *3
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※過去３年度分を記載

平成29年度

平成30年度 平成30年度

令和元年度 令和元年度

一般家庭用使用料体系の
概 要 ・ 考 え 方

　本市の下水道使用料は２ヶ月に１回の検針に基づき、基本料金と従量使用料で料金を
決定します。基本水量16ｍ3まで基本料金に含まれており、それを超えた場合は従量料
金に応じた料金が加算される二部使用料制を採用しています。
　従量料金は使用水量の増加に応じて使用料単価が高くなる累進制を採用しており、累
進度は1.3、水量区分数は３となっています。

　＜料金表　2か月税込＞

業 務 用 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

　一般家庭用使用料体系と区分はありません。

そ の 他 の 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

　特に無し。

項    目  金   額  

基本料金  

（基本水量16ｍ3）  
1,320円  

従量使用料  

（1ｍ3につき）  

17～50ｍ3 113円30銭  

51～100ｍ3 138円60銭  

101 m3～  151円80銭  

20m3/月の使用料  4,039円  

前回料金改定年月日  平成28年4月1日  
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（３） 経営比較分析表を活用した現状分析

　＜公共下水道事業＞
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２．将来の事業環境

（１）

（２） 有収水量の予測

　処理区域内人口の増加にともない、有収水量も増加します。
　令和元年度から令和12年度で、約850千㎥/年が増加する見込みです。

処理区域内人口の予測

　将来の処理区域内人口は、袋井市下水道全体計画（平成29年度策定）を基に設定しています。
　本市の行政人口は減少傾向にありますが、令和22年度（2040年度）の下水道整備完了に向けて区域拡大の整備を推
進していくことから、処理区域内人口は令和22年度まで増加傾向となります。
　令和元年度から令和12年度で、約8,500人が増加する見込みです。

H25 H28 R1 R3 R7 R12 増減量 割合

処理区域内人口 (人) 35,724 38,327 39,437 39,661 42,525 47,864 8,427 121.4%

R1→R12増減実績値 経営戦略期間
項目 単位

H25 H28 R1 R3 R7 R12 増減量 割合

有収水量 (千m3/年) 3,138 3,306 3,330 3,372 3,661 4,177 847 125.4%

R1→R12増減
項目 単位

実績値 経営戦略期間
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（３）

（４）

   下水道事業では今後、下水道未整備地区の面整備の促進や処理場の施設増設及びストックマネジメント計画に基づ
いた管渠、処理場施設の改築･更新並びに総合地震計画に基づいた耐震対策などを実施していきます。

1）管渠整備及び処理場の増設
ア   管渠整備
      管渠整備については、全体計画における整備完了年度（令和22年度）を目標として計画をしています。整備事業費
   は整備面積当たりの単価（22.1百万円/ha）を乗じて事業費を算定し、毎年度整備費用として約10億円を見込みます。

イ   処理場増設
      処理場については、下水道汚水処理人口及び有収水量の増加に対応するため、袋井浄化センターでは、水処理施
   設増設費や汚水処理施設の増設費を計上し、令和５年度の整備完了を計画しています。
      また、アクアパークあさばについても、令和３年度から令和５年度を整備期間として、汚泥脱水機増設工事費を計上
    し、全体では、約７億円から約13億円を見込みます。

使用料収入の見通し

　使用料収入は有収水量に使用料単価を乗じて算定しています。そのため、有収水量の増加に伴い使用料収入も増加
する見込みです。しかし、本市下水道事業では汚水処理にかかる費用を使用料収入で賄えないことから、基準外繰入
金に頼っている状況です。
　令和元年度に「水道料金等懇話会」を開催し、使用料のあり方等について議論いただき、協議結果として取りまとめら
れた意見書において、市の財政負担を軽減するため、令和３年度に料金改定を行うべきとの提言をいただきましたが、
新型コロナウイルスの流行による経済等への影響を踏まえ、令和３年度の改定を見送りました。
　本経営戦略においては、令和４年度と令和８年度に料金改定を想定した使用料収入の見通しを算定しました。なお、
具体的な使用料改定時期は、今後の社会情勢を見据え検討していきます。

施設の見通し

H25 H28 R1 R3 R7 R12 増減量 割合

使用料収入 (百万円) 308 366 337 408 503 689 352 204.6%

項目 単位
実績値 経営戦略期間 R1→R12増減
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使用料改定

使用料改定

単位：百万円

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

管渠整備 658 1,063 903 1,023 1,023 1,023 1,023 1,023 1,023 1,023 9,785

管渠整備（袋井） 526 850 722 913 913 913 913 913 913 913 8,489

単年度整備面積（ha） 9 12 17 41 41 41 41 41 41 41 327

累計整備面積（ha） 679 691 708 749 790 832 873 914 956 997

管渠整備（浅羽） 132 213 181 110 110 110 110 110 110 110 1,296

単年度整備面積（ha） 2 3 4 5 5 5 5 5 5 5 44

累計整備面積（ha） 294 297 301 306 311 316 321 326 331 336

合計

(R3~R12)

公

共

単位：百万円

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

処理場増設 703 794 1,351 0 0 0 0 0 0 0 2,848

袋井市浄化センター 693 644 751 0 0 0 0 0 0 0 2,088

アクアパークあさば 10 150 600 0 0 0 0 0 0 0 760

公

共

合計

(R3~R12)
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（５）

３．経営の基本方針

２）改築・更新
ア  管渠
      汚水管渠の改築では令和３年度に予定しているマンホールポンプ改築事業費を参考に令和４年度以降について
   同額を見込んでいます。
      人孔蓋及び点検調査の建設事業費は「袋井市ストックマネジメント計画」に基づいて金額を設定し、全体では令和
   10年度までは、約５千万円から約７千万円、令和11年度と令和12年度は約１億５千万円を見込みました。

イ   下水処理場
        「袋井市ストックマネジメント計画」に基づき、機械・電気設備の改築・更新費を計上しました。
   令和６年度以降については、近年の動向を考慮した金額を見込みました。

３）自然災害対策
    耐震化については、「袋井市下水道総合地震対策計画」に基づき金額を算定しています。
    なお、処理場の浸水対策については、令和３年度において、「下水道耐水化計画」の策定を予定していることから、
現時点では見込んでおらず、経営戦略の中間見直しにおいて、事業費の見直しをします。

組織の見通し

   将来にわたって、安定的に事業を継続するためには、下⽔道整備や施設の維持管理、会計処理において、それぞれ
専⾨的な知識や経験を有する職員の育成と人員の配置が必要です。
   このため、高い水準でサービスの質を保持できるよう、日々の業務におけるＯＪＴの実施や外部団体が主催する研修
への参加など、職員の専門知識の向上や次世代への継承に向けての人材育成を計画的かつ持続的に取組むととも
に、民間活力を積極的に進め、より合理的で効率的な組織体制を構築します。

   本市では「第２次袋井市総合計画」において、“活力と創造で未来を先取る日本一健康文化都市”を将来像とし、
まちづくりを進めています。
   下水道事業は、総合計画の基本目標のひとつである“活力にあふれ潤いと安全・安心を実感できるまち「定住する
なら袋井市」”を掲げ、そのうちの政策である「快適で魅力あるまちを目指します」を基に事業を進めています。さらに
取組としては、「豊かな環境の醸成と継承」として下水道事業の整備に取り組んでいます。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活力にあふれ潤いと 安全・安心を 実感  

        で き る まち 「定住する な ら 袋井市」 

快適で 魅力ある まち を 目指し ます 

豊かな 環境の醸成と 継承  

【取組の基本方針】郷土の豊かな水辺環境の保全  

  主な事業：公共下水道事業  

単位：百万円

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

改築・更新（管渠） 78 59 52 76 76 76 76 76 151 151 871

汚水管渠 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 50

人孔蓋 8 11 4 25 25 25 25 25 100 100 349

取付管 55 34 37 37 37 37 37 37 37 37 384

点検調査（処理場・管渠） 10 8 6 9 9 9 9 9 9 9 87

合計

(R3~R12)

公

共

単位：百万円

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

改築・更新（処理場） 330 453 29 162 162 162 162 162 162 162 1,946

処理場改築・更新費 330 453 29 162 162 162 162 162 162 162 1,946

合計

(R3~R12)

公

共

単位：百万円

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

自然災害対策（耐震化） 97 350 120 0 0 0 59 498 0 0 1,124

地震対策 97 350 120 0 0 0 59 498 0 0 1,124

合計

(R3~R12)

公

共
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   本市下水道事業における現状分析や将来の事業環境から、課題と取組について整理し、経営戦略における「基本
方針」の設定を行いました。
　なお、設定にあたっては、経営資源の重要な３要素である「モノ（物的資本）」「カネ（財務資本）」「ヒト（人的資本）」
に着目し整理しました。

＜下水道事業の基本方針＞
　　●基本方針１　下水道施設の建設・機能維持（モノ）

　　●基本方針2　経営基盤の強化（カネ）

　　●基本方針3　持続的な事業運営のための組織体制の強化（ヒト）

○今後の取組

（1）計画的な整備計画の推進
（2）ストックマネジメント計画に基づく効率的かつ効果的な施設の機能維持

（3）下水道施設の地震対策、耐水化対策及び発災における対応マニュアルの充実

○今後の取組

（4）経営の健全化

○今後の取組

（5）業務実施に必要な人員配置及び執行体制の強化
（6）民間活力の活用

（7）経営戦略の進捗管理、検証見直しの実施（経営戦略の事後検証、改定等：５年ごと）

－9－ 



４．投資・財政計画（収支計画）

（１） 投資・財政計画（収支計画）
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① 収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

目 標

〇使用料改定と汚水処理費節減による経費回収率100％の達成

〇総務省の示す繰出基準に基づく繰入及び基準外繰入金の削減

〇企業債の償還による将来の負担を考慮した適正な借入額の設定

「投資・財政計画」においては以下の考え方より財源を設定しています。

①一般会計繰入金：総務省が定める繰出基準に基づき、設定しています。また、使用料収入の不足分は基準外
   繰入金として繰り入れる設定にしています。
②使用料収入：現在の汚水処理にかかる経費の回収率は、平成30年度で約75％となっています。
　 将来的に経費回収率が100％となるように、下水道使用料の改定を行います。経営戦略では、令和４年度と
令和８年度の改定を想定し見込みます。なお、具体的な改定時期は、コロナの影響による今後の社会情勢を
見据えたうえで決定していきます。
　 また、使用料収入を算定する際には、将来の人口動向や新規整備状況を反映しています。
③国庫補助金、企業債：現行の補助制度に基づき、将来値を設定しています。

投資以外の経費については、以下の経費を見込んでいます。

①維持管理費：過年度の実績から算定し、今後発生する経費については、予定額を見込んでいます。
②企業債元金償還金、支払利息：現行の償還方法（償還方法、償還期間、据置期間）に基づき、近年の金利を設定
　して算定しています。
③減価償却費：既取得資産に対する減価償却費に将来の投資額をベースとした減価償却費を加算し、算定して
　います。
④職員給与費：過年度の実績から算定しています。

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

目 標

〇令和22年度の下水道整備完了に向けた管渠整備及び処理水量に応じた処理場増設

〇ストックマネジメント計画等に基づいた既設施設等の計画的な改築・更新

〇総合地震計画及び耐水化計画に基づいた下水処理場の耐震・耐水化

「投資・財政計画」では、今後10年間で次のような建設投資を見込んでいます。

1） 管渠整備及び処理場の増設
   ア   管渠整備
             袋井処理区 ： 約85億円
             浅羽処理区 ： 約13億円
   イ   処理場増設
             袋井浄化センター   ： 約21億円
             アクアパークあさば ： 約８億円

２） 改築 ・更新
   ア   管渠     ： 約 ９億円
   イ　 処理場  ： 約19億円

３） 自然災害対策
     耐震化 ： 約11億円
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（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　今後の投資についての考え方・検討状況

②　今後の財源についての考え方・検討状況

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

５． 経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

その他の取組
   令和３年度において、下水道耐水化計画を策定し、計画に沿った事業
を取組む予定です。

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
更 新 等 に 関 す る 事 項

　「健全経営」による事業の継続性を検討するため、PDCAサイクルに基づき、概
ね5年ごとに改定を行います。

＜PDCAサイクル図＞

薬品費に関する事項
   導入機器に応じた適切な薬品の選定を行い、コスト削減に努めます。

修繕費に関する事項
   適切な維持管理を行い、必要となる修繕費の削減に努めます。

委託費に関する事項
   可能な範囲で、複数の工事を一体的に発注するなど、委託費の削減に
努めます。

民間活力の活用に関する事項
（包括的民間委託等の民間委託、指定管理

者制度、PPP/PFIなど）

   現在、２つの処理場において包括的民間委託を実施しています。
   今後も予想される施設の老朽化対策、維持管理の効率化に取組ととも
に、包括的民間委託による効率的な処理場の施設運営に努めます。

職員給与費に関する事項
   事業量に応じ、職員の適正化に努めます。

動力費に関する事項
   新たに導入する機器については、新技術の導入の検討を行い、省エ
ネ・省コストに努めます。

使用料の見直しに関する事項
   令和元年度に使用料改定の懇話会を開催しました。
   今後はコロナウイルスの流行による社会情勢の変化を鑑み、改定時期
を検討するとともに、概ね５年ごとに水道料金等懇話会を開催します。

資産活用による収入増加
の取組について

   未利用地などの資産は保有しておらず、また処理場は、処理場水処理
施設や耐震化の整備を実施していくことから、現段階では取組はありま
せん。

その他の取組
　現段階では検討事項はありません。

投資の平準化に関する事項
   ストックマネジメント計画に基づき整備を実施していきますが、施設の
老朽化状況や市の財政状況を鑑み対応していきます。

民間活力の活用に関する事項
（PPP/PFIなど）

   現在、PPP/PFIの導入検討を行っている施設はありませんが、必要に
応じて今後検討を進めます。

その他の取組
   現段階では検討事項はありません。

広域化・共同化・最適化に関する事項
   現在、県が開催する広域化・共同化の勉強会に参加しています。
   今後は近隣市の導入状況を見ながら、検討を行います。
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令和 3 年 3 月

令和 3 年度 令和 12 年度

１．事業概要

（１）

① 施　設

袋井市公共下水道事業経営戦略

団 体 名 ： 静　岡　県　袋　井　市

事 業 名 ： 農　業　集　落　排　水　事　業

全部適用

処 理 区 域 内 人 口 密 度 31.6人/ha
流 域 下水 道等 への
接 続 の 有 無

無

処 理 区 数 １処理区

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～

事業の現況

供 用 開 始 年 度
（ 供 用 開 始 後 年 数 ）

平成14年度
（18年）

法適（全部適用・一部
適 用 ） 非 適 の 区 分

処 理 場 数 １処理場（大日排水処理施設）

広域化・共同化・
最適化　実施状況*1

特になし

*1　「広域化」とは、一部事務組合による事業実施等の他の自治体との事業統合、流域下水道への接続を指す。
　　 「共同化」とは、複数の自治体で共同して使用する施設の建設（定住自立圏構想や連携中枢都市圏に基づくものを含む）、広域化・共同化を推進す
るための計画に基づき実施する施設の整備（総務副大臣通知）、事務の一部を共同して管理・執行する場合（料金徴収等の事務の一部を一部事務組合
によって実施する場合等）を指す。
　　 「最適化」とは、①他の事業との統廃合、②公共下水・集排、浄化槽等の各種処理施設の中から、地理的・社会的条件に応じて最適なものを選択す
ること（処理区の統廃合を含む。）、③施設の統廃合（処理区の統廃合を伴わない。）を指す。
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② 使　用　料

1,982 円 2,218 円

1,982 円 2,216 円

2,019 円 2,201 円

③ 組　織

（２） 民 間 活 力 の 活 用 等

条 例 上 の 使 用 料 *2
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成29年度
実 質 的 な 使 用 料 *3
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※過去３年度分を記載

平成29年度

平成30年度 平成30年度

令和元年度 令和元年度

一般家庭用使用料体系の
概 要 ・ 考 え 方

　本市の農業集落排水処理施設使用料は２ヶ月に１回の検針に基づき、基本料金と従
量使用料で料金を決定します。基本水量16ｍ3まで基本料金に含まれており、それを超
えた場合は従量料金に応じた料金が加算される二部使用料制を採用しています。
　従量料金は使用水量の増加に応じて使用料単価が高くなる累進制を採用しており、
累進度は1.3、水量区分数は３となっています。

　＜料金表　2か月税込＞

業 務 用 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

　一般家庭用使用料体系と区分はありません。

そ の 他 の 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

　特に無し。

*2　条例上の使用料とは、一般家庭における２０㎥あたりの使用料をいう。

*3　実質的な使用料とは、料金収入の合計を有収水量の合計で除した値に２０㎥を乗じたもの（家庭用のみでなく業務用を含む）をいう。

職 員 数
公共下水道事業と一体化した体制であるため、農業集落排水事業専属職員はいませ
ん。

事 業 運 営 組 織

　本市農業集落排水事業は、下水道事業と同様に市長が下水道管理者の権限を担っ
ており、下水道事業と合わせて、以下の組織体制で運営しています。下水道課の職員
数は平成26年度に減少しましたが、その後平成29年度に１名増加して以降横ばいで、
現在13名となっています。
　　　　　　　＜組織体制＞　　　　　　　　　　　　　　　＜下水道課職員の推移＞

民 間 活 用 の 状 況

 ア　民間委託
（包括的民間委託を含む）

　現在、施設の維持管理については、民間委託をして
います。

 イ　指定管理者制度

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ

*4　「エネルギー利用」とは、下水汚泥･下水熱等、下水道事業の実施に伴い生じる資源(資産を含む)を用いた収入増につながる取組を指す。

*5　「土地・施設等利用」とは、土地･建物等、下水道事業の実施に不可欠な資産を用いた、収入増につながる取組を指す（単純な売却は除く）。

　特に無し。

資 産 活 用 の 状 況

 ア　エネルギー利用（下水熱・
下水汚泥・発電等）　*4

　特に無し。

 イ　土地・施設等利用（未利用
土地・施設の活用等）　*5

　特に無し。

項    目  金   額  

基本料金  

（基本水量16ｍ3）  
1,320円  

従量使用料  

（1ｍ3につき）  

17～50ｍ3 113円30銭  

51～100ｍ3 138円60銭  

101 m3～  151円80銭  

20m3/月の使用料  4,039円  

前回料金改定年月日  平成28年4月1日  
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（３） 経営比較分析表を活用した現状分析

　＜農業集落排水事業＞
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２．将来の事業環境

（１）

（２）

処理区域内人口の予測

　将来の処理区域内人口は、近年の実績を基に設定しています。
　本市の行政人口は減少傾向に伴い、処理区域内人口は減少する見通しであり、令和元年度から令和12年度で、10
人減少する見込みです。

有収水量の予測

　処理区域内人口の減少にともない、有収水量も減少します。
　令和元年度から令和12年度で、約1,000㎥/年減少する見込みです。

0

5

10

15

20

25

30

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

有収水量(千㎥/年) 有収水量

経 営 戦 略 期 間

H25 H28 R1 R3 R7 R12 増減量 割合

有収水量 (千m3/年) 26 24 23 23 22 22 -1 95.7%

項目 単位
実績値 経営戦略期間 R1→R12増減

0

50

100

150

200

250

300

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

人口(人) 処理区域内人口

経 営 戦 略 期 間

H25 H28 R1 R3 R7 R12 増減量 割合

処理区域内人口 (人) 275 263 262 260 257 252 -10 96.2%

項目 単位
実績値 経営戦略期間 R1→R12増減
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（３）

（４）

　農業集落排水事業は、汚水整備事業は整備完了しているため、新規整備事業は行わず、改築・更新費を見込みま
す。
   改築更新事業としてマンホールポンプの更新費用を見込みました。

'１）改築・更新事業費

使用料収入の見通し

   使用料収入は有収水量に使用料単価を乗じて算定しています。そのため、有収水量の増加に伴い使用料収入も増
加する見込みです。しかし、本市下水道事業では汚水処理にかかる費用を使用料収入で賄えないことから、基準外繰
入金に頼っている状況です。
   令和元年度に「水道料金等懇話会」を開催し、使用料のあり方等について議論いただき、協議結果として取りまとめ
られた意見書において、市の財政負担を軽減するため、令和３年度に料金改定を行うべきとの提言をいただきました
が、新型コロナウイルスの流行による経済等への影響を踏まえ、令和３年度の改定を見送りました。
   本経営戦略においては、令和４年度と令和８年度に料金改定を想定した使用料収入の見通しを算定しました。な
お、具体的な使用料改定時期は、今後の社会情勢を見据え検討していきます。'
使用料収入は有収水量に使用料単価を乗じて算定しています。そのため、有収水量の減少に伴い使用料収入も減少
する見込みです。

施設の見通し

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

使用料収入

(百万円・税抜)
使用料収入

経 営 戦 略 期 間

使用料改定
使用料改定

H25 H28 R1 R3 R7 R12 増減量 割合

使用料収入 (百万円) 3 3 3 2 3 3 1 128.3%

項目 単位
実績値 経営戦略期間 R1→R12増減

単位：百万円

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

マンホールポンプ更新 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 10

マンホールポンプ更新 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 10

合計

(R3~R12)

農

集
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（５）

３．経営の基本方針

組織の見通し

   農業集落排水事業は、下水道事業と同一部署が担っており、持続可能な事業経営のためには、職員の適正な定員
管理とともに、個々の技術力の向上がかかせません。
   そのため本市では、職員の研修や講習会への積極的な参加を推進するとともに、所属内でのマンツーマンによる
OJTや、ベテラン・中堅・若手職員がそれぞれの専門分野についての知識や技術の共有化を図るための勉強会を定
期的に開催するなど、職員の技術力の向上に努めていきます。

　本市では「第２次袋井市総合計画」において、“活力と創造で未来を先取る日本一健康文化都市”を将来像とし、まち
づくりを進めています。
下水道事業は、総合計画の基本目標のひとつである“活力にあふれ潤いと安全・安心を実感できるまち「定住するなら
袋井市」”を掲げ、そのうちの政策である「快適で魅力あるまちを目指します」を基に事業を進めています。さらに取組と
しては、「豊かな環境の醸成と継承」として下水道事業の整備に取り組んでいます。

   農業集落排水事業における現状分析や将来の事業環境から、課題と取組について整理し、当事業の経営計画にお
ける「基本方針」の設定を下水道事業と併せて行いました。
   なお、設定にあたっては、経営資源の重要な3要素である「ヒト（人的資本）」、「モノ（物的資本）」、「カネ（財務資本）」
に着目し整理しました。

＜下水道事業の基本方針＞
　　●基本方針１　下水道施設の建設・機能維持（モノ）

　　●基本方針2　経営基盤の強化（カネ）

　　●基本方針3　持続的な事業運営のための組織体制の強化（ヒト）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活力にあふれ潤いと 安全・安心を 実感  

        で き る まち 「定住する な ら 袋井市」 

快適で 魅力ある まち を 目指し ます 

豊かな 環境の醸成と 継承  

【取組の基本方針】郷土の豊かな水辺環境の保全  

  主な事業：公共下水道事業  

○今後の取組

（4）経営の健全化

○今後の取組

（1）計画的な整備計画の推進
（2）ストックマネジメント計画に基づく効率的かつ効果的な施設の機能維持

（3）下水道施設の地震対策、耐水化対策及び発災における対応マニュアルの充実

○今後の取組

（5）業務実施に必要な人員配置及び執行体制の強化
（6）民間活力の活用

（7）経営戦略の進捗管理、検証見直しの実施（経営戦略の事後検証、改定等：５年ごと）
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４．投資・財政計画（収支計画）

（１） 投資・財政計画（収支計画）
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① 収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

目 標

〇改築・更新事業費
　・マンホールポンプ更新
　　整備計画に沿って事業を進めていきます。

「投資・財政計画」では、今後10年間で次のような建設投資を見込んでいます。

1）改築・更新事業費
　ア　マンホールポンプ更新：9.6百万円

目 標

〇使用料改定及び汚水処理費節減に努め、経費回収率の向上を図る。

〇総務省の示す繰出基準に基づく繰入及び基準外繰入金の削減

〇企業債の償還による将来の負担を考慮した適正な借入額の設定

「投資・財政計画」においては以下の考え方より財源を設定しています。

①一般会計繰入金：総務省が定める繰出基準に基づき、設定しています。また、使用料収入の不足分は基準外
   繰入金として繰り入れる設定にしています。
②使用料収入：現在の汚水処理にかかる経費の回収率は、平成30年度で約16％となっています。
　 将来的に経費回収率の向上を図るため、使用料の改定を行うとともに、汚水処理費節減に努めます。
   経営戦略では、令和４年度と令和８年度の改定を想定し見込みます。なお、具体的な改定時期は、コロナの影
響による今後の社会情勢を見据えたうえで決定していきます。
　 また、使用料収入を算定する際には、将来の人口動向や新規整備状況を反映しています。
③国庫補助金、企業債：現行の補助制度に基づき、将来値を設定しています。

投資以外の経費については、以下の経費を見込んでいます。

①維持管理費：過年度の実績から算定し、今後発生する経費については、予定額を見込んでいます。
②企業債元金償還金、支払利息：現行の償還方法（償還方法、償還期間、据置期間）に基づき、近年の金利を設定
　して算定しています。
③減価償却費：既取得資産に対する減価償却費に将来の投資額をベースとした減価償却費を加算し、算定して
　います。
④職員給与費：公共下水道事業と職員を区分していないため、見込んでいません。
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（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　今後の投資についての考え方・検討状況

②　今後の財源についての考え方・検討状況

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

５． 経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

広域化・共同化・最適化に関する事項
   現在、県が開催する広域化・共同化の勉強会に参加しています。
   今後は近隣市の導入状況等を見ながら、研究します。

投資の平準化に関する事項
　施設機能診断調査に基づき整備を実施していきますが、施設の老朽
化状況や市の財政状況を鑑み対応していきます。

民間活力の活用に関する事項
（PPP/PFIなど）

　現在、PPP/PFIの導入検討を行っていませんが、必要に応じて今後
検討を進めます。

その他の取組
　現段階では検討事項はありません。

民間活力の活用に関する事項
（包括的民間委託等の民間委託、指定管理

者制度、PPP/PFIなど）

　施設の維持管理を民間委託しています。
　今後も予想される施設の老朽化対策、維持管理の効率化に取り組む
とともに、包括的民間委託について研究します。

職員給与費に関する事項
   事業量に応じ、職員の適正化に努めます。

動力費に関する事項
   適切な維持管理を行い、省エネ・省コストに努めます。

使用料の見直しに関する事項
   令和元年度に使用料改定の懇話会を開催しました。
   今後はコロナウイルスの流行による社会情勢の変化を鑑み、改定時
期を検討するとともに、概ね５年ごとに水道料金等懇話会を開催しま
す。

資産活用による収入増加
の取組について

   未利用地などの資産は保有しておらず、余剰となる資産はないこと
から、現段階では取組はありません。

その他の取組
　現段階では検討事項はありません。

その他の取組
　現段階では検討事項はありません。

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
更 新 等 に 関 す る 事 項

　「健全経営」による事業の継続性を検討するため、PDCAサイクルに基づき、
概ね5年ごとに改定を行います。

＜PDCAサイクル図＞

薬品費に関する事項
   導入機器に応じた適切な薬品の選定を行い、コスト削減に努めま
す。

修繕費に関する事項
   適切な維持管理を行い、必要となる修繕費の削減に努めます。

委託費に関する事項
   可能な範囲で、複数の工事を一体的に発注するなど、委託費の削減
に努めます。
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